












































































その結果，学生の方が A2 が多く，反対に A1 は教員が多いなどの教職経験によっ
て授業などに関するイメージが異なることがわかった。
表 1　秋田による「授業・教師・教えること」に対する比喩の 7 つの側面
比喩を分類した側面
A 授業の場（A1: 共同作成，A2: 伝達，A3: 教師の学び）
B 1 時間の授業展開（「B1: 未知の展開」など計 4 細目）
C 日々の授業（C1: 繰り返し，C2: 異なる，C3: 積み重ね）
D 教師の役割（D1: 権力者，D2: 手本，D3: 伝達者など 11 細目）
E 授業に伴う感情（E1: つらい，E2: 喜びなど 5 細目）
F 授業内容の有用性（F1: 役立つ，F2: 役立たない）





通して答えたのは 145 名であった。「教師」を刺激語とするイメージを表 2 の 4 つの
カテゴリーに分類した。
表 2　深見らの「教師」に対するイメージに関する 4 つのカテゴリー
第 1 のカテゴリー（A） 指導者としての教師
第 2 のカテゴリー（B） 支援者としての教師
第 3 のカテゴリー（C） 教職の複雑さ
第 4 のカテゴリー（D） 反省的実践家としての教師
その結果，事前で（B）のメタファーを生成した者が，事後では（D）のメタファー
を生成するようになるという変容が顕著であったが，反面，1 回目で（A）を答えた







































































2010 年度に，表 3 に記すような時期・回答者を選び調査を実施した。
表 3　調査の実施時期・回答者
回答者 実施時期 履修済みの科目
時期 3 2 年生 12 月 文系数学（基礎）・数学概論 A・数学概論 B・教法算数
時期 2 1 年生 12 月 文系数学（基礎）




















　 回答の分類 \ 時期 時期 1 時期 2 時期 3 授業 2 授業 3
A 　 算数の教材やその応用 43 21 18 2 0
B 　 中高の数学やその応用 62 17 8 1 0
C 　 より抽象的な操作 24 13 61 1 4
D-2 時期 2 の 授業内容やその感想 1 62 0 77 0
D-3 時期 3 の 授業内容やその感想 1 3 13 2 88
E 　 いわゆる数学的活動 3 4 20 1 1
F 　 教える対象としての意識 0 2 5 2 1
G 　 その他 7 25 31 12 10
　 　 有効回答（S － G） 134 122 125 86 94
S 　 回答合計 141 147 156 98 104
時期 1~ 時期 3 は，（1）への回答で，授業 2・3 は（2）への回答である。回答の合計（S）
8から「G: その他」を減じたものを有効回答数とした。なお，回答者数は表 5 へ示した。
表 5　回答者数
時期 1 時期 2 時期 3
それぞれの時期での回答者数 47 名 49 名 52 名
時期 1・2 の両方に回答した人数 40 名 ――
表 6: 回答の分類と回答数
　 回答の分類 \ 時期 時期 1 時期 2 時期 3 授業 2 授業 3
A 　 算数の教材やその応用 32% 17% 14% 2% 0%
B 　 中高の数学やその応用 46% 14% 6% 1% 0%
C 　 より抽象的な操作 18% 11% 49% 1% 4%
D-2 時期 2 の 授業内容やその感想 1% 51% 0% 90% 0%
D-3 時期 3 の 授業内容やその感想 1% 2% 10% 2% 94%
E 　 いわゆる数学的活動 2% 3% 16% 1% 1%












































































 ・新舘啓一，松崎学「教師の PAC 分析による自己成長の振り返りの研究」山形大学『教職・
教育実践研究』Vol.5，2010，pp.35-46
（13） 前注（6）の後者，正田　良「算数のための教職科目による学生の数学に対する情意面の変容」。
（14） 正田　良「学習環境としての受講者数」『三重大学教育実践総合センター紀要』第 23 号，
2003，pp.1-10。
































































D-2 : 時期 2までの授業内容
音楽と数学，ポアンソの図形，Powers of Ten，
平均律，平方根，○○の形　など 18 語。
D-3: 時期 3までの授業内容
模擬授業，明星学園の公開研究会，時間配分，
学習指導案，協議会，板書　など 27 語。
E :いわゆる数学的活動
連想した言葉 時期を通じての反応数の和
生活に即す 10
応用 5
帰納的な考え 2
身の回り 2
作業 2
次の問題に活かす 2
探求 2
情報処理 1
発展 1
F :教える対象としての意識が見られる言葉や
活動のための道具
「積み重ね」，「プリント」，「模造紙」，「途中の
解法過程」，「学習指導要領」，「かみくだく」
の 6 語。
G: その他
・空欄
・集計者にとって意味がわからない言葉。「数
学の知識」，「予想外」，「教師の駆け引き」
・単なるオウム返しに近く，連想とは言えない
もの。「数学の授業」
12
（備考）
・同義のものを言い換えて項目として統合したものがある。例えば，「指導案」は「学習指導案」
として，また，「加法」は「足し算」として数え，「先を読む」，「計画的」は「見通し」とした。
・同じ言葉でも，「回答者の主観の説明」の部分によって，区別した。例えば，「円周率」は，
「3.14 で計算していたのにπという裏技がでてきて衝撃的だった。」と説明されているもの
は，中学のときの印象であるので「円周率（中）」として下記の B に分類し，小学校の教材
としての円周率は A に分類している。
［資料 2］学生の自由記述欄の記載から
・数学の授業というと，問題演習をひたすらして解説を聞くと言う感覚しかなかったが，数
学と関係があることに関して深く勉強するような今までに受けてきた数学の授業とは違う授
業が受けれてよかった。
・数学をやった気がしない。計算とかほとんどすることなく，数学に対する意識を変えさせ
られてしまった気がします。
・この授業を取って受けるまで，「計算ばかりするんだろうなー」と思って気合を入れてい
ましたが，受けてみると計算ではなく数学の面白さ，数学といろいろな関連を知ることが多
くて毎回講義が楽しかったです。
・「数学」というイメージから計算式ばっかりやるのかと思っていたけど，図形，音楽，表，
マジックミラーなど色々なものから数学を感じる授業だったので，数学が苦手な私でも一生
懸命やることができました !!　ありがとうございました。
・数学はあまり好きではないけれど，この授業は楽しんでやることができました !! 自分でも
びっくりです。ありがとうございました。
・高校では文系だったので，数学離れから少し脱したと思えた。苦手はきちんと克服しなく
てはなと思った。
・この授業では，自分が知らないことがたくさん知ることができたのでとても楽しかったで
す。/　特に上にも書きましたが，音楽や人間の感覚にも数学が関わっていることには本当
に驚きました。
・元々数学が好きな私にとっては，興味深い授業で多かったと思う。毎回考えたり，計算し
たり，頭を良く使った。とても楽しかった。
・この授業は基本的に直接数学には触れず，間接的に数学に触れる。「文系」数学というこ
とを念頭に置いた授業が行なわれていてよかった。
13
「数学的活動」のイメージの変容
・難しく感じる内容もあったけど，小中高と好きだった数学に触れることができてよかった。
/ プリント作成が本当に大変で評価もへこんだけど勉強になることがたくさんあった。
・今回，プリント作りを初めて取り組んだので，何をしたらいいのか，いきづまったりしま
したが，自分なりに教科書を読んだりしてがんばって完成することができました。数学の授
業なのに，なぜか数学っぽくないのが楽しかったです。
・自分が数学を知ることが，子どもに数学や算数を教える大前提だなあ ･･･。私は昔から，
数学も算数も大嫌いだったけど，大学の文系数学は好きです。何故だろうと考えて正田先生
の教え方と内容がポイントだと思った。いかに聞き手を引きつけることができるか。「次に
何が来るのかな」と思わせることができるか。そうした意識の大切さを学びました。
・この秋期は木曜の 1 限ということで毎回来るのに必死でした。しかし頑張って授業に参加し
てよかったなと思うこともたくさんありました。特にプリント作りでは，これから教員になる
にあたって本当に重要なこともたくさん教えていただきました。今回やったことを生かして子
どもたちの興味を引き付けられるような魅力的な教員になれるように頑張りたいと思います。
・算数を学ぶというよりも，算数を作ってその他のことについて考えるというスタイルがと
ても勉強になったし，楽しかった。
（備考）設問は，「下のスペースを使ってご自由に，この秋期の授業（引用時注 : 文系数学（基
礎）にあたる）に対する感想を記して下さい。」であった。
